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1. はじめに

本報告では GPUを用いた並列比較ソートアルゴリズム
を提案する．GPU上でプログラムを高速動作させる場合，
コアの計算量だけでなくメモリアクセスについても適切に
考慮する必要がある．筆者らは GPU上のアルゴリズムを
評価するためのモデルとして AGPUモデル [1]を提案して
おり，本モデルの I/O計算量を用いることにより，メモリ
アクセスの評価を行うことができる．提案アルゴリズムは
I/O計算量のオーダーが理論的な下界と一致する．また，
実 GPU上でも高速に動作する．

2. AGPUモデル

AGPUモデル [1]は GPU向けアルゴリズムの設計と評
価を行うための並列計算モデルである．本モデルのアーキ
テクチャを図 1に示す．AGPUモデルは，デバイス内のコ
ア総数 p，マルチプロセッサ内のコア数 b，マルチプロセッ
サ内の共有メモリの容量M，メモリのワード長 w の 4つ
のパラメータで規定される．マルチプロセッサ内の b個の
コアは同期実行しており，bを用いることでバンクコンフ
リクトやコアレッシング等の評価を行うことができる．
アルゴリズムの実行時間を評価する基準として，時間計
算量と I/O計算量を使用する．

3. 提案アルゴリズム

既存の GPU向け比較ソートである GPU-Warpsort [2]

図 1 AGPU モデルのアーキテクチャ
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図 2 比較ソートの計算速度

を改良する．GPU-Warpsortでは，内部でソート列を 2個
ずづマージする処理があるが，提案アルゴリズムでは，ヒー
プのデータ構造を用いることにより d(d > 2)個ずつマー
ジできるようにする．
n要素をソートする時の時間計算量は，GPU-Warpsort，
提案アルゴリズムともにO
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となる．

提案アルゴリズムの I/O計算量は比較ソートアルゴリズム
の I/O計算量下界 [3]と一致する．

4. 実験結果

標準ライブラリである Thrustの比較ソートと提案アル
ゴリズムを比較した結果を図 2に示す．使用した GPUは
NVDIA社の Tesla K20cである．要素数が 228の時，提案
アルゴリズムは Thrustよりも 1.8倍高速である．
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